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イラク戦争後の文化遺産の現状とその対応
―ユネスコによる専門家派遣から―
松　本　　　健*
１．イラク戦争勃発
　2003年３月20日イラク戦争が始まった。米英軍からの容赦のないミサイル攻撃，またクウェートの基地からの進
軍が始まった。米軍はユーフラテス川の西側の砂漠地帯を北上する隊と，ナシリアから北東方向のクートそしてバ
グダッドを目指す隊の２つに分かれて突き進んだ。英軍はバスラを３月23日に制圧。圧倒的な軍事力を有する米軍
はバグダッドに向かい，サッダム国際空港そしてサッダム宮殿を占拠し，バグダッドは制圧されて，事実上サッダ
ム政権は崩壊した。それは４月９日であった。続いてモースルも４月11日に無血で制圧された。こうした中，各地
に分布する文化遺産に被害があったのではないかと心配された。進軍路にあたるナスリアのウルのジッグラトは，
バビロンは，キシュは大丈夫であろうか。そして突然４月12日，ビッグニュースがテレビで放映された。イラク国
立博物館が略奪され，被害総数17万点にものぼると言うのである。またテレビには今なお略奪者が博物館に侵入し，
博物館員が大声で追い払っている画像が流された。最も心配されたことであり，最悪の事態であった。
２．イラクの文化遺産を守れ
　この戦争が起こりそうな緊迫した2003年３月10日，イラクの文化遺産を守れというアピールを世界にまたアメリ
カのブッシュ大統領に訴えると言うことでアメリカからメールが入ってきた。
　“Open Declaration on Cultural Heritage at Risk in Iraq”
　（省略）Prof.Malcolm Bell, Vice President for Professional Responsibilities, Archaeological Institute of America
３．第１回イラクの文化遺産に関する専門家会議
　ユネスコは４月17日にパリのユネスコ本部においてイラクの文化遺産に関する専門家会議を開いた。「これ以上
の文化財の略奪と盗品の密輸を阻止するため」という会議では
　1）イラク国内の博物館，図書館，遺跡などの保護
　2）イラク文化財の持ち出しや国際取引の禁止
　3）イラクからの不法輸出された文化財の自主的な返還
　4）ユネスコの調査ミッションの派遣
　5）イラクの文化機関への国際的な支援を要請する」という声明を採択した。
また，イラクへの調査ミッションの派遣は近く行うことや，その調査の結果を踏まえて，不法輸出防止のための
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データベースの作成や遺跡の保存や再建のための緊急行動計画が立ち上げられることになった。
４．第２回イラク文化遺産保護に関する専門家会議開催
　４月29日ユネスコと大英博物館は第２回イラク文化遺産保護に関する専門家会議を開催し，イラクから文化遺産
の流失を阻止するよう呼びかけた。これには各国の主要な博物館から館長が参加した。
５．文化財の不法な所有権移転を防止する会議　
　５月５日～６日にはロンドンでインターポール・ユネスコ主催の国際会議が開催され，不法な文化財取引の阻止
を討議された。
６．国際博物館機構（ICOM）による会議
　５月７日にはリヨンで流失文化財リストの作成について討議された。国士舘大学イラク古代文化研究所の小口裕
通助教授を含む12名が出席した。そして ICOM は Emergency Red List of Iraqi Antiquities at Risk を作成した。
７．第１回ユネスコ派遣専門家によるイラク文化遺産の実態調査
　５月17日から20日までの４日間，バグダッド市内に限って文化遺産の調査が行われた。
　参加者:
Mounir Bouchenaki , UNESCO.
Neil MacGraiber, Director, The British Museum, London.
Roberto Parapetti, Director, Italian-Iraqi Center for the Restoration of Mounuments, Baghdad.
Ken Matstumoto, Director, Kokushikan Archaeological Expedition to Kish, Institute for Cultural Studies of
Ancient Iraq, Kokushikan University, Tokyo.
MacGuire Gibson, President, American Association for Research in Baghdad, The Oriental Institute of the Univer-
sity of Chicago.
John Rassel, Massachusetts College of Art.
　2003年５月12日に成田を出てパリで待機，米軍との連絡が安全確保のため必要となり予定がなかなか決まらず，
ようやく15日にパリを出てロンドン経由でアンマンへ向かう。
　５月16日アンマンのホテルでイラクから帰国途中のウィルキンソン Dr. Tony Wilkinson に会い，イラクの状況
を聞く。ナショナルジオグラフィック一行と共にイラクの文化遺産の被害調査を行ったそうである。彼は特にイラ
ク北部を担当し，南部はマッグワイヤー・ギブソン教授が担当するとのことであった。以下ウィルキンソンの説明。
　ニネヴェはセンナケリブ宮殿などは浮き彫りの一部が剥奪された。また覆い屋根は落ちていた。ネビユニスは保
護されている。ニネヴェは警備が昼間の時間だけなので，24時間体制の軍の警備が必要である。ニムルドはわずか
な被害で済み，現在では24時間で警備されている。ハトラは正面のアーチの肖像と側面のラクダの像が剥ぎ取られ
た。アッシュ－ルはあまり被害が無いようである。むしろダム建設されると沈んでしまう方が問題である。ただし
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７月１日に世界遺産に登録されるとのこと。テル・ビッラは盗掘が進んでいるようだ。ホルサバードは被害は少な
い。モースル博物館はドアーなどが破壊され，アッシリアの肖像が盗まれたが，小物や土器は被害が少ないようで
ある。少々建物の被害が出たようだ。
　南イラクの調査はギブソン教授が行うが，キシュは大丈夫だが三回の略奪者の襲撃にあった，それらを警備人が
追い払った。またバビロンでは遺物をすでに移動していたが，博物館，事務所の書類，図書，図面などは焼かれた。
土産売り場も盗まれた。ニップールは大丈夫らしい。イシン，ウンマ，ビスマイヤ等の一帯は銃をもった集団が数
百人の人夫を使って掘り荒らしているという。他はまだ情報がないと興奮ぎみに話してくれた（National Geo-
graphic 2003年10月号，日本版124－141頁）。
５月17日（土曜日）
　朝４時半ロビーに集合。ユネスコの車で，空港へ，そして空港から国連機の12人乗りの小型飛行機で出発。他に
ユニセフの職員なども同乗した。６時半位に飛び立った。最初は曇っており沙漠は雨かととも思ったが，一時間位
で晴れ，やがて湖が見え，ユーフラテス川が見えて，バグダッド空港に近づくと水に浮かぶサッダム宮殿が見えた。
そして貨物用の空港であろうか，大きな倉庫のようなところに着いた。朝八時くらいだ。そして手続きを簡単に済
ませ，迎えにきたユネスコの車でカナルホテルに向かう。途中混んでおり，空港から一時間はかかった。ホテルが
国連の本拠地になっている。ホテルの入り口ではギブソン教授とヒンドゥ氏が待っていた。ホテルは米軍や国連関
係者で管理されている。まず安全性について細かく説
明された，一人で出て歩くな，ホテルの周りを歩くな，
公道からあまり離れるな，ホテルを出る時は２人ある
いは２台の車でいけ，すべて連絡をしながら行けなど。
それから実質的なイラクの文化大臣と言われているイ
タリア大使コルドーネ Pieero Cordone 氏との対談と
なった。彼が当分の間今からイラクの文化政策を指揮
していくのだろう。それから考古遺産庁及び博物館に
行く。途中市内の多くの公共建物が破壊されて，略奪
され，焼かれていた。博物館は米軍の戦車１台で守ら
れている，また図書室にも兵士が10人程駐留している。
考古遺産庁では長官のイスマイル・ハジャラ  Dr.
Ismail Khajar や調査研究部部長ドニー・ジョージ Dr.
Donny Jorge などに迎えられ，長官室でミーティング
があった。また文化遺産の状況の調査取材にきている
大沼克彦教授と TBS 一行にも長官室前で会った。ミー
ティングにはコルドーネ大使も同席された。ミーティ
ングの内容は各国が協力して支援しているということ。
イラク側も少しづつ復興に努力していることなどで
あった。
　その後イラク国立博物館の展示室を視察した。展示
図１　イラク国立博物館で警護する米軍の戦車
図２　略奪されたワルカの大坏（後に返還された）
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物のうちワルカの大杯，アッカド期のナラムシン銘入り青銅座像，破壊されたハトラの彫像，略奪された12個の碑
文入りレンガ，イスラム時代の木製ドアなどが略奪されたようだ。ただ後ドニーによると展示物の大半は他の安全
な場所に避難させたとのことであった。私には思っていた程には，略奪されていないように見えた。略奪品のうち
28点程はすでにインターネットで公表しているとのこと（大英博物館にて）。展示室の大きな彫像のようなものは
残してあったが，略奪者も同様で大きなものは持ち去ることができなかったようだ。ハトラのものなどは典型的で
ある。そしてホテルに帰ってきた。カナルホテルのそばに建てられた一張りのテントに６人一緒に泊まることに
なった。
５月18日（日曜日）
　視察の前に我々ユネスコのミッションから募金を募ってそれを一旦ユネスコに入れ，それをユネスコからイラク
国立博物館館員の給料に当てることになった。計4200ドルをイラク考古遺産庁に渡した。また元長官のダメルジ
Dr. Muyad Said Damerji に会い，彼はサダムセンター（Saadam Fine Arts Center）にあった約4000点程の絵画等
の内，400点程をイラク考古遺産庁の事務室の一室に運び込んで被害から護ったと説明があり，それらを見せてく
れた。
図３　略奪されたハトラの女神像頭部
図５　略奪され荒された修復室
図４　略奪されたポセイドンの頭部
　その後まず保存修復部の各部屋を調査したが，相当
略奪されたようで，薬品，小型の機器などが無くなっ
ている。また修復室では多くの遺物が置いてあったが，
略奪・破壊を受け，粉々になった破片やビーズなどが
まだ床に足の踏み場もない程に散乱したままである。
その中でいくつか貴重な物を見つけたウルの王墓の黄
金のハープである。ただし黄金の牛頭が無い（これは
中央銀行の地下金庫に収蔵してあるとのこと）。またウ
ルの王墓の埋葬の土の塊が集められていたが，その中
に金製のイヤリングが入っていた。また部屋の片隅に
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我々国士舘大学調査隊がアッタール洞窟で発掘し，研究した後にアクリル板に挟んで保存していた古代染織物を見
つけてほっとした。
　博物館長ノアラ Dr. Nawala Mutawalli が収蔵庫を案内した。まずは修理室への入口付近から右にまがった１階
の収蔵庫である。土器が中心の収蔵庫のようだ。思った程の散乱はなかったが，略奪の後少し片付けたそうだ。奥
の部屋に縦に細長い窓があり，外から略奪者が入ってきたようでもあるが，中から外を狙っていたようでもある。
その部屋には他に多くの経文が並んでいた。この収蔵庫の入り口付近の左手にも地下へ入る入口があるが，案内は
なかった。この地下室は数年前に水が溜まったようで，今は使用されてないようである。
　またハトラの彫像展示室の片隅に地下室へのドア－があり，階段をおりる。そこにはもう一つのドア－があり，
その前に石煉瓦が数個積み上げてあったが，それが崩されている。そのドア－が壊されていないところを見ると鍵
で開けたようである。階段や部屋で燃やした灰の痕跡があり，これは遺物のデータカードを燃やしたらしい。整然
と土器等特に小物が棚に並べられてある。手当たり次第に荒らしたようには見えず，小物で高価な物だけを持ち出
したようだ。さらに奥に部屋があるので進むとそこには10人くらいの女性が遺物の整理をしていた。ジャーベル長
官に協力するバグダッド大学の学生でボランティアで，データと収蔵物を対照しているとの説明であった。
　博物館の被害状況は具体的な数を確認できなかったが，U.S. Central Command, the Joint Interagency Task Force
調べ（2003年９月）によると以下のようになる。
　まずイラク国立博物館で起こった経過を見ると，展示物などの貴重な至宝は戦争が起こる前に地下壕に避難され，
ニムルドの至宝やウルの王墓出土の至宝は中央銀行の地下金庫に移動され保管された。
　４月８日　戦争が激しくなり博物館館員が博物館を全員離れる。
　４月９日～12日　略奪者が博物館に侵入する。
　４月12日　幾人かの博物館館員が戻る。
　４月16日　アメリカ軍が博物館構内に入り警護する。
こうした状況の中で博物館の展示物や収蔵品が盗まれ，また考古遺産庁の事務所の殆どの事務機器も盗まれた。
　盗まれたイラク国立博物館の展示品のリスト（30点）
1．IM45434: Sunmerian white marble mask of female deity, life-size, 21.5 cm
2．IM77823: Bassetki Statue, with Akkadeian inscription,copper, 25.5 ¥ 70 cm, weight150kg.
3．IM56642: Ivory plaque of lion killing a Nubian, Assyrian from Ninrud, 1 ¥ 10.5 cm base, 9.8 cm high.
4．IM513: Bronze bull in bas-relief, Sumerian period, 46 ¥ 91 cm.
5．IM5: Grey diorite statue of Entemena, 15 ¥ 76 cm, weighs 150 kg.
6．IM unknown: Copper head of Goddess of Victory, from Hatra, almost life-size.
7．IM58086, Gray stone head of female deity, from Hatra, almost life-size, 7 ¥ 39 ¥ 70 cm.
8．IM73005: White marble head of Poseidon, from Hatra, life-size.
9．IM73004: White marble head of Apollo, from Hatra, life-size.
10．IM73041: White marble head of Eros-Cherub, from Hatra,
11～19．IM24730, 14168: 9 sand-colored cuneiform bricks. Each piece slightly different, but roughly
10 ¥ 30 ¥ 30 cm.  Full view and close-up.
20～21．IM10253A, 2Gray Islamic tombstones, 10 ¥ 23 ¥ 35 cm.
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22．IMA677: Islamic wooden left door, right recovered, 40 ¥ 213 cm.
23．IM8221: Sumerian Plate inlaid with shell, 13.5 ¥ 27 cm.
24．IM78205: Sumerian “Domino” Plate inlaid with shell, 7 ¥ 14 ¥ 28 cm.
25．IM118622: Upper part of Sumerian sand-colored, stone statue of male priest, almost life-size, 15.2 ¥ 38 cm.
26．IM unknown: Marble money box, from Hatra,61cm dia, 45 cm high, Similar, but with straight sides and may be
without the lid.
27．IM unknown: 3Islamic period stucco ornaments from single exhibit, from Kufa, Photo similar to acutual piece,
7.6 ¥ 12.7 cm.
28．IM118622: Assyrian bronze model ceremonial chariot, 1 meter square with four side and axle.
29．IM unknown, Chair back white ivory relief, from Nimrud, Assyrian period.  1 ¥ 50 ¥ 91 cm.
30．IM84075: Black Babylonian boundary stone with inscription, 175 ¥ 37 cm.
＜展示室＞から40点盗まれ，ワルカの大杯（紀元前3200年頃）白石灰岩製も６月11日に戻され，計10点返還された。
その後も上記の 1, IM45434 のシュメールの女性像の面や 2, IM77823 のアッカド時代のバセトキの座像などが返
還されている。
＜収蔵庫＞から手当りしだいに略奪された物が計2939点，そのうちイスラム関係の陶器や家具が167点戻り，その
他も2449点戻っている。
＜修復室＞から盗まれた物が199点，その後の返還が118点。
＜地下の収蔵庫＞から4796点の円筒印章，ビーズ，ネックレス，ピン等4997点，その他小型土器と青銅製武器の500
点など盗まれ，その小計が10,337点，そのうち667点，後に返還されている。このように＜収蔵庫＞や＜修復室＞
からは無差別に手当たり次第に略奪し，＜地下の収蔵庫＞からは小物で高価なものだけを選別して盗んでいる。返
還された99％が無差別に略奪されたものであったと言われている。また総計13475点略奪された中から総計3411点
返還されているが，その約半分の1731点は恩赦プログラムの採用によって自主的に返還されている。
　その後に，西バグダッドのアドミーヤモスク Adhamiya Mosque を視察。アメリカ軍の攻撃でモスクの塔などが
破壊されたり，窓が壊れたりしている。聖人の墓も暴かれたようだ。ただ被害は米軍との戦闘によるものだけでは
なさそうだ。
　ホテルに帰る。マックギルバー大英博物館長は英国へ帰国。午後２時になると国連関係の多く職員特に女性は家
に帰っていく。まだ治安が悪く，夕方以後は外出できないそうである。
５月19日（月曜日）
　今日はまずカドミヤモスクに行く予定だったが，途中，シーア派のグループのデモがあり，また車も中に入れな
いので，予定変更しイラク国立図書館（National Library）行く。そこは３階建ての建物であり，すべて焼き尽く
されていた。ここはもともと1920年に設置され，サダム政権になって大規模になり，150万冊の本が所蔵されてい
た。その中の一部はすで戦争前からどこか安全な場所に移動され，戦争中も米軍が守っていたそうだが，戦いが激
しくなり米軍が移動すると，銃を持った一団が侵入し，多くの図書資料を持ち出し，そして最後には火を放って何
処かに行ってしまった。そうして多くの図書が焼失したそうである。
　1938年イラクに最初の国会が開かれた場所，またアッバス朝には「知恵の館」として知られたベーテル・ヒクマ
Bet el Hikma を視察するが，ここも略奪，そして火がかけられて破壊されていた。それに隣接するアッバシード
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パレス Abbassied Palace は1230年にウンム・ハビバ（Umm Habiba）の王の館そして学校として建てられた。幾
つかレリーフやタイルなどが剥がされていたが，建物の被害は少ない。
　それからイスラム古文書センターを目指したが，入れず。話によると火災を受けてはいるが中のものは安全だっ
たとのこと。
　それからイラク国立博物館に戻る，その時ドイツ人女性スーザン Dr. Susan が各地の遺跡の状況を調査し，そ
の事情説明をしてくれた。彼女はイシン遺跡のドイツ調査隊員でもあった。彼女の説明によるとウンマ，イシンな
どでは300人，400人の村人を雇い，銃を持ったボスが盗掘をしているとのこと。以前一緒にイシンを発掘した村人
もいたとのこと。
　午後２時から記者会見があった。その後はコルド－ニ大使と対談。
５月20日（火曜日）
　今日はいよいよバグダッドを離れる日である。UN 機は１時半に出発とのこと。そこでカナルホテルのユネスコ
の人たちと別れ，車でバグダッドの西にあるカドミヤのモスクの近くまで来たが，付近は混雑し訪問できず，通過
して空港へ向かう。空港近くでは米兵が立ち入りを厳重チェックしていた。空港ではサウジアラビア兵が多数軍用
機で入ってきた。午後１時に出発。予定通りにアンマンへ着く。ところがアンマンの空港では手荷物の厳重な
チェック，カラーの遺物写真を見てこれは何だとの厳重チェック。遺物などの文化遺産の海外流失を防ぐ為に厳重
にチェックしているとのこと。アンマンのホテルで６時から記者会見。また８時からは各国大使たちへの説明であ
る。
５月21日（水曜日）
　11時半のドバイ経由関空，羽田という便で22日夕方帰国。
８．第２次ユネスコ専門家派遣イラク文化遺産調査
　2003年６月28日から７月５日まで行われた。
調査団員
団長：Mounir Bouchenaki（Assistant Director General for Culture, UNESCO）
Group A
図６　略奪され，焼かれたイラク国立図書館 図７　焼けただれたイラク国立図書館内部
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［Museum,Archives and Libraries］
 1．Dr. Shigeo Aoki（Environmental Scientist, Tokyo National Research Institute of Cultural Property）（Japan）．
 2．Dr. J-M.Arnoult（Director,Bibliotheques Nationales de France）（France）．
［Historique Buildings］
 1．Arch. Usam Ghaidan（Architect, UNESCO Focal Point for Culture）（Holland/Iraq）．
Group B
［Archeological sites］
 1．Prof. I. Thuesen（Archaeologist, Director, Carsten Niebuhr Institute for Near Eastern Studies）（Denmark）．
 2．Dr. M. Van Ess（Archaeologist, Director, Mission to Uruk, German Archaeological Institute）（Germany）．
 3．Prof. Roberta Venco（Archaeologist, Department of Anthropological, Historical and Archaeological Sciences,
University of Turin）（Italy）．
 4．Prof. Ken Matsumoto（Kokushikan University, Archaeological Expedition to Kish）（Japan）．
 5．Mr. Karl Heinz Kind（Representative of Interpol-Lyon）（Germany）．
６月28日（土曜日）
　考古遺産庁でのミーティングを終えると，イラク国立図書館また同様に略奪され焼失したベーテル・ヒクマ Bet
el Hikmaを視察。
６月29日（日曜日）
　バグダッド市内での２つの遺跡テル・ハルマル Tell Harmal（古代名 Shaduppu）とテル・ムハマッド Tell
Mohamad（古代名 Diniktum?）を視察。特別戦争による被害は無い。
６月30日（月曜日）
　まずバグダッドから南部イラクを調査する対象とする遺跡がウルク，ラルサ，ウルに選別された。
　バグダッドからバスラへは高速道路が建設されているが，危険度が高いという理由から旧道を四輪駆動車２台で
走行した。車には無線機が設置されて，始終本部や支部との連絡をとりながらの調査となった。
　ウルク Uruk（現在名 Tell Muqayyar）：南イラクにおいて最も大きな遺跡である。それは前４千年紀のメソポタ
ミア文明誕生のウルク期を代表する都市遺跡であり，その後も文明の中心地として発展した。発掘調査はドイツ隊
が20世紀始めから継続して行っている。従って調査隊
や警備員の宿舎を建設し，警備員を雇用して遺跡を
護ってきた。遺跡は破壊も盗掘もなく護られていた。
調査団と村人そして警備員との間には信頼が強く築か
れている印象を受けた。しかしながらジッグラト，モ
ザイク神殿，白色神殿などは風化がはげしく，保存修
復が必要である。ウルクからラルサ（現在名  Tell
Senkereh）へ向かったが砂嵐がひどくなり，踏査は中
止。そしてウルへと向かう。
　ウル Ur（現在名 Warka）：広い範囲に鉄条網やフェ
ンスで囲って米軍が基地を建設している。基地の入り
図８　フェンスで囲まれ大米軍基地となったウル（遠くに
ジッグラトが見える）
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口で調査の許可を求めたが，許可されず。ただ遠く地平線にウルのジッグラトが見えたので，大きな破壊はないよ
うである。ただし多くの運搬車や軍用車の出入りが激しく，遺跡の保存状況が懸念される。
　バスラのホテルに宿泊する。
７月１日（火曜日）
　バスラ市内
図10　略奪され，放火されたバスラ大学図書館
図９　焼失したバスラ図書館
　バスラ図書館（Basra Library）：１階建ての小規模の
図書館であるが，完全に図書室が焼失し，厚い灰が堆
積していた。また他の部屋の事務機器などは略奪され
ていた。
　古バスラの町並保存地区（含むバスラ博物館）：破壊
されていないが，10年近く修復されていないようで，
今にも崩壊しそうな状況である。緊急に修復する必要
がある。修復されている博物館と称されている建物は
一般の住人が占有していた。
　バスラ大学図書館（Basra University）：広大な大学
のほとんどの建物が略奪の対象となったようである。
その中の図書館を視察したが，本や資料，事務機器，
また窓枠，配線に至るまで略奪されていた。誰が何の
ために略奪，放火をしたのか憤りを禁じ得ない。
　自然史博物館（Natural History Museum）：インドの
マハラジャがビクトリア女王のために建てたもので，
オスマン様式の建物。近年はバスラ大学の事務所に利
用されていたが，米軍のミサイル攻撃にあった。完全
に破壊そして焼失し，崩壊寸前である。
　ニップール（Nippur）：南のバスラからバグダッドに
向かう途中，イシンの視察を試みる。イシンではひどい盗掘が今も行われているとの報告をすでに受けていたがま
ずその被害状況を確かめる必要があった。それにはアフェジ（Afeji）に立ち寄りイシンの元の警備員を探してイシ
ンを案内してもらわねばならない。運良く短時間で警備員に会うことができ，この一帯の状況を聞くことができた。
車で10分程の近くにあるニップールも盗掘されたとの話があり，それをます確かめることになった。そこはニッ
プールの中心部ではなくジッグラトから南5キロほどのところにある低いテルであった。楕円形の１～２ m 程の
深さの穴があちこちに無数に広い範囲に掘られている。しかも穴は数日前に掘られたものだ。大きな壷の破片も転
がっている。前回の第１次調査の時にギブソン教授がニップールとキシュは盗掘されていないと胸を張っていたの
を思い出す。因にニップールはシュメール，アッカド地方の中間にあり，シュメール時代から宗教都市として繁栄
したところで，アメリカ隊が100年以上も発掘している遺跡である。その後イシンに向かう。
　イシン（Isin）：遺跡の周辺に村は無く，ドイツ隊の宿舎であった建物の廃屋が一軒ある。遺跡はイシン王朝時代
（前２千年紀）の首都として繁栄した。しかしながら現在は広大な遺跡に所狭しと２～３m の方形で垂直に深さ２
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～４m の盗掘穴があちこちに掘られている。さらにそ
の底から水平にトンネルを水平に掘っているものもあ
る。この掘り方はニップールのそれと異なり，発掘調
査に参加した経験者の仕業である。おそらく以前イシ
ンの発掘に雇われた村人も盗掘に加担しているのだろ
う。シャベルや草履などが散乱しており，今も盗掘し
ているようである。事実，今盗掘人が帰ってきたと警
備員が恐れ，急ぎ引き揚げることになった。メソポタ
ミア文明の研究には欠かせないイシンの遺跡が今も破
壊盗掘されている。警備員の話ではビスマイヤやウン
マの遺跡も盗掘が続いているとのことである。
図12　米軍の基地となったバビロン
７月２日（水曜日）
　バビロンとキシュの遺跡を視察する。
　バビロンではサッダム政権時代には最も復元事業が
なされが，現在では米軍に占拠され，大軍事基地に変
貌していた。入口や周囲では厳重な警戒がされている。
ただ入口の北側の駐車場には多くの村人が小さな売店
を並べ米軍相手に土産物や飲み物を売っている。許可
を得て遺跡の内部を視察する。兵士を乗せた軍用車な
どの往来も激しい。またヘリコプターも上空を２機旋
回している。まず考古遺産庁の事務所を視察する。地
図や調査の図面や写真などの資料，そして事務機器な
どが略奪され，さらに放火されている。応接間に貼ってあったバビロン一帯の精巧な地図もない。また博物館では
貴重な遺物はすでにバグダッドに移動されていたらしいが，残された展示ケースや模型などが壊されている。マク
ドナルド Dr. Helen McDonald が長く滞在しバビロンの復旧を支援していた。バビロンの南宮は破壊されていな
図11　盗掘されたイシン王朝の都イシン
図13　キシュの遺跡の頂上に機関砲を据え付けて警戒する米
軍の通信基地
図14　戦禍の残るイラク国内
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い。そこから見える人工丘の上に建つ元サッダム宮殿には多くのアンテナや米軍兵士の姿が確認できる。
　キシュ（現在名 Tell Uhaimir, Tell Ingharra）：初期王朝時代（3000–2400 BC）の最も重要な都市で1989年以来
国士舘大学隊が発掘調査にあたっている。しかしながらキシュの東部のテル・インガラ地区は米軍が通信基地を設
置し，ジッグラトや神殿の遺構の上に機関砲を据え付けて警戒している。我々は中に入る許可をもとめたが，拒否
され，逆に派遣団全員のカメラを取り上げらて，キシュから南へ約20キロにある本部に連れて行かれ，審査された。
結果的にはカメラを返還され，むしろ米軍幹部からはディワニアには多くのすばらしい遺物が売られているとの情
報が提供され，自ら撮影したそれらの写真をも見せてくれた。おそらくイシンなどで盗掘されたものが売られてい
るのであろう。
７月３日（木曜日）
　イラク国立博物館において，ニムルドの至宝が報道員や考古遺産庁職員や我々ユネスコ調査団に展示された。す
ばらしい黄金や宝石を施した王冠，器，剣，装飾品などが展示され，アッシリア帝国の豊かさを誇示しているよう
であった。これらは戦争前に中央銀行の地下の金庫に納めてあり，水に浸かっていたが，それらが無事であったこ
とを示すために開催されたようである。地下の金庫にはこの他ウルの王墓の黄金の品々が納めてあると言われてい
る。
　この展示会とともに他の博物館の展示室も視察した。第１次の調査の時に比較して各部屋が清掃されている。こ
の展示会にあわせて清掃したようである。しかし散乱していた書類やビーズ類の小物，また遺物の破片などはどう
なったのだろうと逆に心配になる。展示室からは30点の貴重な品々が盗まれた（その中には後に返還されたものも
ある）。また地下収蔵庫から貴重な小物の円筒印章4500点なども盗まれている。
　午後我々は北イラクのクルドの都市エルビルへと向かった。エルビルは円形の城塞を視察，破壊を受けたところ
もない，また町そのものも安定しており，危険性はない。
７月４日（金曜日）
　モースルへ向かって緩やかな丘を幾つも乗り越えて進む。道路脇には小麦色の麦畑が一面に広がる。
　ニネヴェ（Nineveh）：ネビユニスのモスクの下のアッシリアの時代の遺構を囲むフェンスは破損しているが，人
面有翼牡牛像などは破壊を受けていなかった。またクユンジュクのネルガル門と内部の宮殿もこの近くに警備員が
住み，警備しているところから破壊されていない。またセンナケリブ宮殿の遺構の上に覆い屋根が架けてあったが，
図15　剥がされて持ち去られた浮彫り（ニネヴェ・センナケ
リブ宮殿）
今はすべての屋根はなく，壁のレリーフなどは野ざら
しになっており，風化が激しく浮き彫りが剥がれ落ち
ている。またその一部が略奪者によって剥がされ持ち
去られている。その跡が異常に真新しい。以前は警備
員がいたが，今は警備員はいない。早急に保護対策や
警備員が必要である。
　モースル博物館：以前から古い建物で改築が必要と
されていたが，今回の戦争でさらに爆撃の音だけで窓
ガラスが割れ，その後も放置されている。博物館内の
大きな展示物はそのままであり，また貴重な物はすで
に戦争前にバグダッドに移送されたの館員の説明が
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あった。混乱の中では略奪者がドアーを破って侵入し，
盗んでいった。
　モースル博物館から提供された盗品リストは以下の
通り。
1．The head of princess Sami from Hatra, no IM
number.
2． 30 copper fragments in different sizes from
Ballawat gate, 11053 IM.
3．Three tabletts made of burnt brick with cuneiform
inscriptions, 110550IM, 110501IM, 110502IM.
図16　モースル博物館から略奪されそうになったハトラの浮
彫
4．A square tablet made of burnt bricks with six lines of cuneiform inscriptions, 110540IM.
などである。
　モースルを離れてハトラへ向かう。
　ハトラ（Hatra）：世界遺産に登録されたローマ・パルティア時代の隊商都市遺跡である。イワンのアーチの飾り
部分の浮き彫り像を２ケ所盗まれたらしい。今は米軍が遺跡を警護している。この遺跡もサッダム政権下バビロン
と並んで復元が大々的に行われた。復元のための石にはサッダムの印が刻印されている。
アッシュール（Ashur）：最後の訪問地であるアッシュールはサッダム政権下でダム建設が進められ，水没の危機
にあった。それがこのユネスコ調査の後，調査結果をもとに緊急の世界遺産に登録される。戦争後の被害はないよ
うであるが，今後の盗掘の危険性も十分に考えられることから，警備員の置くことが緊急に求められる。
　こうしてバグダッドに到着し，第２次ユネスコ派遣のイラク文化遺産の被害調査を終了する。７月５日にアンマ
ンへ到着する。
図17　世界遺産に登録されている隊商都市ハトラ 図18　ダム建設による水没の危機から救れたアッシュール
（新たに世界遺産に登録）
９．第３回ユネスコ・イラク文化財保護国際会議
　この２回のユネスコ派遣のイラク文化遺産の調査の結果を受けて，2003年８月１日東京にて文化庁・ユネスコ・
日本ユネスコ国内委員会主催の第３回ユネスコ・イラク文化財保護国際会議が開催された。その結果専門家は以下
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の勧告をユネスコに行った。
――――――――――――
イラク博物館に関する勧告
（1）イラク博物館職員及びユネスコ専門家が，イラクへの派遣調査の際に表明したとおり，研究室の修復がイラク
博物館にとって緊急必要事項の一つであることを考慮し，イラク博物館職員が適正な執務環境の中で適切な機
材により，最も危険な状態にある美術品の即時保存を確保する作業を再開することの緊急性を考慮し，ユネス
コに対し，イラク博物館の研究室を修復するため，即時に設備，資材及び技術に関する支援がなされることを
確保するよう勧告する。
（2）侵入の場合には迅速に阻止できるように，可能であれば最寄りの警察署又は消防署と接続した，警備システム
を付設することの重要性を強調し，ユネスコに対し，イラク博物館に，建物と収蔵品を警備する警備システム
を直ちに供給するよう勧告する。
（3）最近のイラク博物館の略奪の際に発生した収蔵品への被害，及び，材質の適応性を考慮して収蔵品のための適
切な保存環境を整えることの緊急必要性を想起し，ユネスコに対し，収蔵品のための適切な保存条件及び緊急
修復を要する収蔵品を含む，イラク博物館のための保存計画を策定するよう勧告する。
（4）イラクの職員からの，イラク博物館の象牙製美術品における緊急修復の確保の要請を考慮し，最も危険な状態
にある象牙製美術品が，即時に修復されるよう勧告する。
（5）イラク博物館職員に，収蔵品の取扱いのため，保存技術の分野における最新の専門技術を維持させる必要性に
留意し，ユネスコに対し，ユネスコの名の下に，保存のための長期研修計画を策定するよう勧告する。
―――――――――――――――――――
歴史的建造物及び考古学遺跡に関する勧告
（1）イラクの考古学遺跡及び歴史的建造物に被害を及ぼした不法発掘を避難した，第１回ユネスコ専門家会合
（2003年４月17日，パリ）において発表された勧告を想起し，歴史的建造物，文化施設，考古学遺跡における
警備及び巡回を強化するよう勧告する。
（2）確立した国際基準に従って，最も危険にさらされている建造物及び遺跡の記録を開始することの緊急性と，こ
の状況に対処するというユネスコの責任を考慮し，ユネスコに対し，歴史的建造物及び考古学遺跡の記録に関
する，国際的に同意された最小限の基準を科学的に共同体の支援を得て設定するよう勧告する。
――――――――――――――――
イラク文化遺産の全般に関する勧告
（1）イラク文化遺産施設及び遺跡における被害の評価と，優先事項の確認に関するユネスコの役割を想起し，ユネ
スコに対し，イラクの文化担当局及び施設における必要性や優先事項を確認するために，イラクの職員との密
接な協議に基づき，質問票を準備・配布することによって，とりわけ，イラクの地方及び国の文化施設の機能
向上といった人材能力開発を促進するよう勧告する。
（2）紛争終結後の状態での，文化遺産復興に向けた国際的取組の調整におけるユネスコの経験に基づき，イラク新
政府及びユネスコの名の下に，国際調整委員会が設置される必要性を認識し，ユネスコ事務局長に対し，イラ
ク新政府とユネスコの名の下に，「イラク文化遺産保護国際科学委員会」をできるだけ速やかに設置するとい
う提案を，当機関の執行委員会に提出するよう勧告する。当委員会は，国際協力が最高の国際水準で実行され
ることを確保するために，イラク当局とともに国の文化遺産復興への取組を支援する様々な継続的活動を検討
する会合を，定期的に開くものとする。
（3）国際博物館会議（ICOM）倫理規定，及び，「略奪されたイラクの古美術品に関するシンポジウム」（1994，バ
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グダッド）の際の勧告に基づき，特に美術品市場への流出といった，イラク文化財の不法取引を阻止するため
の適切な方策を考慮する必要性に留意し，ユネスコに対し，国際博物館会議の倫理規定を模範とし，遺跡及び
記念物を含むイラク文化遺産に関与する専門家に対する，科学的共同体によって承認された「倫理規定」を考
案するよう勧告する。
（4）遺跡及び記念物の警備を担当する地方及び国の職員に対する，イラク文化財の識別，壊れやすい美術品等の取
扱い，歴史的建造物及び考古学遺跡への被害にかかる事前評価の実行に関する研修が急務であることを考慮し，
ユネスコに対し，上記の課題に関して，遺跡及び記念物の警備を担当する職員に対する研修計画を創設するよ
う勧告する。
（5）イラクの文化的独自性の再建における無菰文化財の計り知れない貢献を想起し，特に，ユネスコの第２次イラ
クへの専門家派遣調査で評価した，伝統音楽研究所，美術工芸研究所及びバグダッド音楽資料保存センターに
与えられた被害を避難し，ユネスコに対し，イラク専門家からの具体的要請に応じ，イラクの無菰文化遺産保
護にかかる国及び地方の能力を維持し再建するための方策を考慮するよう勧告する。
　このような勧告を受けたユネスコは各国の協力を受けて支援を実施すべく活動をはじめようとしたが，テロリス
トによるバグダッドの国連拠点が爆破され，多くの犠牲者が出て，国連の職員が撤退せざるを得ない状態となった。
以後国内の治安は益々悪くなり，復興支援も遅々として進んでいない。我々に何ができるか，何をすべきか，今問
われている。
